
宮城防災教育副読本｢未来へのきずな｣  授業実践報告書 
学校・実施クラス名:多賀城市立多賀城八幡小学校３年１組 

                       日時:平成２６年７月３日（水）３校時 

                    授業者職・氏名  教諭・山口 良之

１ 教科名:学級活動 

２  活動名:「身を守るために」 

３ 本時の指導 

 （１）本時の指導目標: 

地震は，「いつ」「どこで」起こるかわからないことがわかる。また，それに付随して起こる被

害について知り，備えの大切さについて理解する。 

 （２）本時の評価規準: 

○地震はいつどこで起こっても不思議ではないことを理解することができたか。 

（発言・態度・ワークシートへの記述など） 

○地震に付随して起こる被害について知り，あわてないで行動することの大切さを理解すること 

ができたか。（発言・態度・ワークシートへの記述など） 

（３）指導過程（別紙参照） 

（４）準備物: 

（指導者）副読本「未来へのきずな」ワークシート（県教委 web サイトよりダウンロード） 

（児童） 副読本「未来へのきずな」 筆記用具 

４ 授業者の感想: 

  「やってよかったこと」: 

  本校でも「日常指導」や「避難訓練」等の行事を通して，災害に対する指導は行ってきているが，児

童の反応や態度面での温度差を感じていた。そこであらためて本時の実践を行ったところ，大人にとっ

ては当たり前の知識や情報だと思っていたことでも，児童にとっては新鮮な内容であり，クラス内の児

童の中においても地震災害に対する備えについて意識面での足並みがそろった印象が持てた。 

特に，実際に地震発生の地域や日時（本実践の際には，実態に応じた問いかけとして「季節」につい

ても言及）について，一つ一つワークシートに記入したり，問いに答えさせたりすることで，自分たち

が経験した以外の時間帯に起こりうる地震についての意識ができるようになったことは，本実践の成果

として挙げられる。 

また，これから防災教育を進めていく際に，この副読本や県教委 web サイトの略案が，実践に対する

負担感を減らすのに効果的であることも実感できた。 

 「困ったこと」: 

  直接困ったことではないが，具体的な例を出して防災教育を実践する際に，児童の実体験の有無の確 

認や保護者の理解を事前にとっておくことに配慮と時間を要した。 

具体的には，東日本大震災の際に避難や津波による浸水を経験している地区の児童と保護者に対して，

本年度赴任してきた担任がどこまでの内容を指導できるのか，当初見通しがもちにくかったことがある。

そのため，５月の家庭訪問の際に，すべての家庭において東日本大震災の際に児童がどのような経験を

しているか（「誰とどこで被災したか」「けが人や遺体等の被害にあった人を見聞きしているか」「家族

や親族などに被害者はいないか」）についての聞き取りを行った。その上で，学校での防災教育の必要

性について保護者に説明し，実施についての承諾を得た。 



（３）指導過程 

 学習活動 指導上の留意点 □評価 

■準備物 

導

入 

７

分 

1 自分たちが，今まで経験した

地震について想起し，発表する。

２ 自分たちの身を守るために

必要な学習であることを知る。 

・全員が東日本大震災の被災経験者で

はあるが，避難後の生活について家

庭ごとに大きな違いがあることに配

慮する。 

【段階におけるねらい】 

☆地震についての知識や実体験の披露

だけでなく，実際の活動やこれからの

学習へつなげるスタートであることが

分かる。 

□自分たちの身を守る

ために必要な学習であ

ることを理解すること

ができたか。 

（発言・態度など） 

展

開 

30

分 

３ 地震はいろいろな場所や時

間で起きていることを知る。 

・「阪神・淡路大震災」「関東大 

震災」「東日本大震災」「北海 

道南西沖地震」が，どの場所 

で，何時頃に起こったのか， 

調べて発表する。 

・イラストを参考にして，地震 

が起こった時刻に何をしてい

るかを考えて，発表する。 

４ 宮城県は，昔から何度も大

きな自然災害の被害を受けてい

ることを知る。 

・巻末の「宮城県の自然災害年 

表」から，何度も宮城県は昔 

から何度も大きな自然災害に 

見舞われていることを知る。 

５ 地震に付随して起こる被害

について知る。 

・３年生の今の時期の実態として，国

内の詳しい地理については触れず，

副読本 11 ページの日本地図の上に 

指を置かせる程度とする。 

・家庭により，生活時間が異なってい

ることに留意する。 

・３年前の「東日本大震災」の以前か

 ら，自然災害による大きな被害があ

り，これからも起こりうることを理

解させる。 

・３年生の今の時期の実態として，歴

史や事態背景については詳しく触れ

ず，指導者からの簡単な補足説明を

行う程度とする。 

【段階におけるねらい】 

☆地震はいつどこで起こっても不思議

ではないことを理解する。 

・時間の関係で，ワークシートに写真

からの印象や被害の予想を書き込ませ

る程度とする。 

■準備物 

副読本「未来へのきず

な」とワークシート 

□地震はいつどこで起

こっても不思議ではな

いことを理解すること

ができたか。 

（発言・態度など） 

ま

と

め 

８

分 

６ 学習のまとめをする。 

・学習を通して「わかったこ 

と」「気づいたこと」「思っ 

たこと」をワークシートに 

書き，発表する。 

・地震の恐ろしさだけでなく，いつど

こででも起こりうることから，心構

えや備えについても言及させたい。

・避難訓練や防災学習の必要性につい

 て気づかせる。 

【段階におけるねらい】 

☆あわてないで行動することの大切さ

を理解する 

□あわてないで行動す

ることとそのための心

構えの大切さを理解す

ることができたか。（発

言・態度・ワークシート

への記述など） 




